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「
刀
鍛
治
有
松
政
信
の
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

福
岡
○
八

有
松
政
信
之
碑

―

―

―

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
九
二
三
・
大
正
一
二
後

直
方
市
下
境

光
福
寺

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
代
々
の
刀
鍛
治
で
、
下
境
村
の
村
会
議
員
も
つ
と
め
た
有
松
政
信
の
顕
彰
碑
で
あ
る
。
現

在
石
碑
は
、
背
面
を
上
に
し
て
横
た
え
ら
れ
て
お
り
、
正
面
は
ご
く
一
部
を
視
認
で
き
る
に
止
ま
る
。「
直

方
碑
物
語
」
に
「
有
松
政
信
之
碑
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
題
額
を
か
く
解
し
た
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
（
部
分
）

○
写
真
２

石
碑
背
面
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○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

有
松
政
信
之
碑

（
背
面
）

君
諱
政
信
姓
有
柗
稱
正
次
郎
累
世
業
刀
鍛
治
祖
先
有
柗
權
藏
平
衞
重
國
其
技
匠
之

精
巧
鳴
於
四
方
元
禄
年
間
直
方
領
主
仕
黒
田
長
清
公
後
住
猪
之
保
十
世
之
孫
國
義

有
虻
二
人
長
信
之
次
國
廣
長
男
信
之
分
家
居
住
片
嶺
娶
大
庭
孫
吉
長
女
舉
政
信
君

性
勤
倹
慈
愛
最
厚
殊
汁
得
家
傳
以
顯
祖
先
之
美
名
且
徒
弟
訓
練
懇
摯
無
所
不
至
矣

今
茲
門
人
胥
謀
而
建
碑
以
表
頌
徳
云

＊
異
体
字
等

○
柗

松
。

○
虻

男
。

○
汁

能
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

（
正
面
）

◎
題
額

有
松
政
信
之
碑
。

（
背
面
）

◎
碑
記

君
、
諱
政
信
、
姓
有
松
、
稱
正
次
郎
。

累
世
業
刀
鍛
治
、
祖
先
有
松
權
藏
平
衞
重
國
、
其
技
匠
之
精
巧
、
鳴
於
四
方
。

元
禄
年
間
、
直
方
領
主
仕
黒
田
長
清
公
。
後
住
猪
之
保
。

十
世
之
孫
國
義
、
有
男
二
人
。

長
、
信
之
、
次
、
國
廣
。

長
男
信
之
、
分
家
、
居
住
片
嶺
、
娶
大
庭
孫
吉
長
女
、
舉
政
信
。
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君
、
性
勤
倹
、
慈
愛
最
厚
、
殊
能
得
家
傳
、
以
顯
祖
先
之
美
名
。

且
徒
弟
訓
練
、
懇
摯
無
所
不
至
矣
。

今
茲
門
人
、
胥
謀
而
建
碑
、
以
表
頌
德
云
。

●
訓
訳

君
、
諱
は
政
信
、
姓
は
有
松
、
正
次
郎
と
稱
す
。

累
世
、
刀
鍛
治
を

業

と
す
。

な
り
は
ひ

祖
先
の
有
松
權
藏
平
衞
重
國
、
其
の
技
匠
の
精
巧
な
る
こ
と
、
四
方
に
鳴
る
。

元
禄
年
間
、
直
方
領
主
黒
田
長
清
公
に
仕
ふ
。
後
ち
猪
之
保
に
住
す
。

十
世
の
孫
國
義
に
、
男
二
人
有
り
。

長
は
信
之
、
次
は
國
廣
な
り
。

長
男
の
信
之
、
分
家
し
て
、
片
嶺
に
居
住
し
、
大
庭
孫
吉
の
長
女
を
娶
り
、
政
信
を
舉
ぐ
。

君
、
性
は
勤
倹
に
し
て
、
慈
愛
最
も
厚
し
。
殊
に
能
く
家
傳
を
得
、
以
て
祖
先
の
美
名
を
顯
す
。

あ
ら
は

且
つ
徒
弟
の
訓
練
、
懇
摯
に
し
て
至
ら
ざ
る
と
こ
ろ
無
し
。

今
茲
に
門
人
、
胥
に
謀
り
て
碑
を
建
て
、
以
て
頌
德
を
表
す
と
云
ふ
。

こ
こ

と
も

●
人
物

○
有
松
政
信

弘
化
三
年
か
ら
大
正
十
二
年
。
通
称
を
本
碑
で
は
正
次
郎
と
す
る
が
、
資
料
に
あ
げ
た
「
下

境
村
誌
」
で
は
「
庄
次
郎
」
と
し
て
い
る
。

○
有
松
重
國
、
有
松
國
善
、
大
庭
孫
吉

不
詳
。

○
黒
田
長
清

寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
か
ら
享
保
五
（
一
七
二
○
）
年
。
直
方
藩
藩
主
。
福
岡
藩
第
三

代
藩
主
黒
田
光
之
の
五
男
。
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
、
兄
の
綱
政
が
本
家
の
福
岡
藩
を
継
い
だ
と
き
、

筑
前
鞍
手
郡
内
に
五
万
石
を
分
与
さ
れ
、
福
岡
新
田
藩
（
直
方
藩
）
を
立
藩
し
た
。
長
清
の
次
男
継
孝
は

本
家
の
養
嗣
子
と
な
り
、
家
督
を
継
ぐ
が
、
享
保
五
年
、
長
清
が
亡
く
な
る
と
、
他
に
男
子
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
直
方
藩
は
廃
藩
と
な
り
、
本
家
に
返
還
・
編
入
と
な
っ
た
。

●
注

○
技
匠

熟
語
は
な
い
が
、
技
の
た
く
み
さ
、
だ
ろ
う
。

○
鳴

名
声
が
広
く
知
ら
れ
る
。

○
元
禄
年
間

直
方
藩
の
成
立
は
元
禄
元
年
。

○
猪
之
保

猪
窪
、
あ
る
い
は
猪
久
保
。
旧
下
境
村
の
小
字
。

○
片
嶺

不
詳
。

○
舉

生
み
育
て
る
。

○
勤
倹

仕
事
に
励
ん
で
、
無
駄
遣
い
を
し
な
い
さ
ま
。

○
懇
摯

ね
ん
ご
ろ
。
ま
ご
こ
ろ
で
、
親
切
丁
寧
に
、
念
入
り
に
対
応
す
る
。

○
頌
德

功
績
恩
徳
を
褒
め
称
え
る
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
有
松
政
信
先
生
の
氏
名
】

有
松
君
、
諱
は
政
信
で
、
姓
が
有
松
、
通
称
が
正
次
郎
で
あ
る
。

【
刀
鍛
治
の
系
譜
、
有
松
重
国
】
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先
祖
代
々
、
刀
鍛
治
を
仕
事
と
し
て
き
た
家
系
で
あ
る
。

祖
先
の
有
松
権
蔵
平
衛
重
国
は
、
そ
の
技
の
巧
み
さ
が
精
巧
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
四
方
に
そ
の
名

を
知
ら
れ
て
い
た
。

元
禄
元
年
、
黒
田
長
清
公
が
直
方
領
主
と
な
る
や
、
重
国
は
こ
れ
に
仕
え
て
直
方
へ
移
り
住
み
、
後
ち

に
下
境
村
の
猪
久
保
に
居
住
し
た
。

【
有
松
国
義
】

重
国
の
十
世
の
孫
が
国
義
で
、
彼
に
は
二
人
の
男
子
が
あ
っ
た
。

長
男
が
信
之
で
、
次
男
が
国
広
と
い
っ
た
。

長
男
の
信
之
が
分
家
し
て
、
片
嶺
に
居
住
し
、
大
庭
孫
吉
の
長
女
を
娶
り
、
政
信
を
生
ん
だ
。

【
政
信
先
生
の
性
質
と
教
え
】

政
信
君
、
仕
事
に
励
ん
で
無
駄
遣
い
を
し
な
い
性
格
で
、
慈
愛
の
心
が
最
も
手
厚
か
っ
た
。

特
に
、
家
伝
で
あ
る
刀
鍛
治
の
仕
事
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
功
績
を
あ
げ
、
祖
先
以
来
の
美
名
を
さ
ら

に
顕
著
に
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

加
え
て
、
徒
弟
の
指
導
訓
練
に
お
い
て
も
、
と
て
も
丁
寧
懇
切
で
あ
り
、
漏
れ
る
と
こ
ろ
が
全
く
な
い

ほ
ど
完
璧
で
あ
っ
た
。

【
建
碑
の
企
て
】

そ
こ
で
今
、
こ
こ
に
門
人
達
が
集
ま
っ
て
協
議
し
、
先
生
を
顕
彰
す
る
石
碑
を
建
て
て
、
先
生
の
功
績

と
恩
徳
を
褒
め
称
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
．
資
料

（
一
）「
旧
下
境
村
誌
」

●
人
物

「
先
村
會
議
員

故
有
松
庄
次
郎
氏

弘
化
三
年
本
村
に
生
る
、
少
壯
か
ら
家
傳
の
鍛
冶
職
に
從
事
し
修
練
、
研

究
を
積
ま
れ
鋭
意
創
作
に
熱
心
さ
れ
た
結
果
地
方
に
其
名
を
傳
へ
ら
れ
名

作
あ
り
各
地
よ
り
弟
子
入
り
す
る
者
多
か
つ
た
。
氏
は
家
業
の
傍
ら
壯
年

の
頃
か
ら
組
長
に
推
さ
れ
て
組
事
に
奔
走
盡
力
す
る
事
多
年
で
あ
つ
た
。

尚
明
治
二
十
三
年
村
會
議
員
に
選
擧
さ
れ
て
村
事
上
に
盡
す
處
が
あ
つ

た
。
越
へ
て
大
正
十
年
再
ひ
村
會
議
員
に
選
ば
れ
村
事
上
は
勿
論
本
村
公

共
の
爲
め
に
盡
力
中
不
幸
病
の
爲
め
大
正
十
二
年
五
月
二
十
五
日
七
十
八

才
の
高
齡
で
長
逝
さ
れ
た
、
然
る
に
氏
は
生
前
神
社
、
寺
院
や
人
事
に
至
る
迄
よ
く
力
を
盡
さ
れ
て
居
た

の
で
其
死
を
惜
ま
れ
た
。
而
し
て
門
弟
は
氏
の
德
を
慕
ふ
て
建
碑
し
た
。」

●
善
行
者
、
名
士

「
有
松
重
國

鍛
冶
名
匠
に
て
黒
田
國
主
に
刀
鍛
冶
と
し
て
抱
へ
ら
れ
、
黒
田
長
清
侯
直
方
に
分
封
さ
れ

る
時
御
供
し
來
り
直
方
城
に
仕
へ
し
も
福
岡
へ
歸
還
の
後
は
本
村
に
居
を
構
へ
鍛
冶
を
職
と
し
て
名
あ
り

今
尚
其
末
葉
本
村
に
住
し
て
居
る
。」

（
二
）「
直
方
碑
物
語
」

「
第
十
五
話

刀
鍛
冶
の
碑

亨
保
四
年
（
一
七
一
九
年
、
二
六
二
年
前
）
、
将
軍
家
は
諸
国
の
大
名
に
呼
び
か
け
、
刀
鍛
冶
の
上
手
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が
い
た
ら
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
応
え
て
、
福
岡
藩
で
は
、
京
都
の
刀
鍛
冶
の
流
れ
を
汲
み
、
長
政
公
以
来
黒
田
家
に
仕
え
て
き

た
信
国
助
六
重
包
、
そ
の
弟
子
の
信
国
源
兵
衛
包
次
な
ど
の
名
前
を
付
け
出
し
ま
し
た
。

や
が
て
、
信
国
助
六
は
江
戸
に
呼
ば
れ
、
老
中
石
田
山
城
守
か
ら
、
刀
の
鍛
え
方
な
ど
に
付
い
て
、
色

々
尋
ね
ら
れ
、
ま
た
、
求
め
に
応
じ
て
刀
を
打
ち
あ
げ
て
み
せ
ま
し
た
。
将
軍
家
は
、
そ
の
見
事
な
出
来

栄
え
を
称
え
、
賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、
信
国
助
六
は
面
目
を
施
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

師
匠
と
と
も
に
書
き
あ
げ
の
栄
を
受
け
た
信
国
包
次
は
、
そ
の
頃
直
方
に
住
ん
で
、
直
方
藩
の
御
用
を

勤
め
て
い
ま
し
た
。
刀
の
ほ
か
に
も
細
工
物
な
ど
を
手
掛
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

亨
保
五
年
、
直
方
藩
は
廃
藩
と
な
り
、
一
千
名
に
近
い
家
来
、
そ
の
家
族
、
町
の
主
立
っ
た
商
人
が
、

ほ
と
ん
ど
福
岡
に
引
き
揚
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
信
国
包
次
は
一
緒
に
福
岡
へ
引
き
揚
げ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
直
方
に
残
っ
て
鍛
冶
の
技
術

を
伝
え
た
の
か
？
宗
像
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
「
筑
前
住
源
信
国
包
次
」
の
銘
の
刀
、
そ
の
ほ
か
残
っ

て
い
る
「
筑
前
直
方
包
次
」
銘
の
刀
の
他
に
は
、
信
国
包
次
の
手
掛
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
非
常
に
よ
く
似
た
話
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

『
旧
下
境
村
誌
』
と
い
う
本
の
中
に
有
松
重
国
と
い
う
刀
鍛
冶
の
こ
と
が
「
鍛
冶
名
匠
に
て
黒
田
国

主
に
刀
鍛
冶
と
し
て
抱
へ
ら
れ
、
黒
田
長
清
侯
直
方
に
分
封
さ
れ
る
時
御
供
し
来
り
、
直
方
城
に
仕
へ
し

も
、
福
岡
へ
帰
還
後
は
、
本
村
（
下
境
村
）
に
居
を
構
え
鍛
冶
を
職
と
し
て
名
あ
り
、
今
な
お
、
そ
の
末

葉
（
子
孫
）
本
村
に
住
し
て
居
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

信
国
包
次
と
有
松
重
国
と
が
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
速
断
で
き
ま
せ
ん
が
、
話
が
似
て
い
ま
す
し
、
直

方
藩
を
退
職
し
た
信
国
包
次
が
、
民
間
人
と
な
っ
て
有
松
重
国
を
名
乗
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

有
松
重
国
の
子
孫
は
、
下
境
に
住
ん
で
。
代
々
刀
鍛
冶
を
業
と
し
ま
し
た
が
、
特
に
、
十
数
代
後
の
有

松
政
信
と
い
う
人
が
、
人
格
円
満
で
、
鍛
冶
の
技
術
に
優
れ
、
多
く
の
弟
子
を
よ
く
指
導
し
た
と
の
こ
と

で
、
下
境
の
光
福
寺
に
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
「
有
松
政
信
之
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

信
国
包
次
と
有
松
重
国
が
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
田
舎
の
片
隅
の
碑
に
も
、
直
方
の
文
化

を
支
え
た
先
人
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。（
昭
和
五
十
六
年
十
月
号
）」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
論
文
な
ど

・
和
田
泰
光
編
『
旧
下
境
村
誌
』
（
筑
豊
之
実
業
社
、
一
九
二
七
）

＊
一
九
二
六
年
、
直
方
町
、
頓
野
村
、
新
入
村
、
福
地
村
と
合
併
し
て
新
直
方
町
と
な
り
、
下
境
村
は
消

滅
し
た
（
町
は
、
一
九
三
一
年
に
市
制
移
行
）
。
そ
こ
で
、
旧
下
境
村
の
歴
史
や
伝
承
、
人
物
な
ど
を
書

き
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
同
時
期
に
「
頓
野
併
合
記
念
誌
」
等
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

・
舌
間
信
夫
『
続
直
方
む
か
し
ば
な
し

直
方

碑

物
語
』（
直
方
市
、
一
九
八
五
）

い
し
ぶ
み

＊
直
方
の
様
々
な
故
事
を
記
し
た
『
直
方
む
か
し
ば
な
し
』
の
続
編
で
、
直
方
に
残
る
碑
文
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
「
直
方
市
報
」
に
連
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
。
碑
文
の
翻
刻
は
な
く
、
建
碑
の

経
緯
や
背
景
な
ど
を
記
す
。
市
報
連
載
が
五
十
三
回
で
、
さ
ら
に
拾
遺
十
件
が
加
わ
っ
て
い
る
。

以
上

二
○
二
五
年
四
月

薄
井
俊
二
訳
す


